
ふれあい鎌倉ホスピタル
☎0467-23-1111（代表）
鎌倉市御成町9-5

JR・江ノ電 鎌倉駅西口から徒歩３分アクセス

お問合せ

定員２０名さまの事前予約制で開催
します。会場では、体温計測、手指消毒、
マスクの着用にご協力いただきます。

JR横須賀線JR横須賀線

西口

江ノ島電鉄
江ノ島電鉄

鎌倉駅

市役所前市役所前

御成通り御成通り

ふれあい
鎌倉ホスピタル

事前予約制【5/28金15時まで】です

～健康寿命をのばすために～血栓と止血 
　「血栓」を学び、予防と治療の際の副
作用（出血）について、解説いたします。健
康寿命を延ばす“秘訣”を交えながらお話
ししますので、是非、皆さまお聞きください。

※感染症の流行状況によって、オンライン講座になる場合が
　あります。最新情報は、当院ホームページでお確かめください。

参加無料参加無料医学講座

ふれあい鎌倉ホスピタル 3階 会議室
５月29日（土）14：00～15：00 講 

師

ふれあい鎌倉ホスピタル
血液内科

小山 高敏 医師

日 時

会 場

視聴の方法は必ず事前に
当院ＨＰをご覧ください。

ホームページ

 ＱＲコードでHPへ！
お問合せ
茅ケ崎中央病院
☎0467-８６-６５３０（代表）
茅ヶ崎市茅ヶ崎2-2-3

どちらの講座もインターネットでご視聴ください。

　～循環器疾患の話と
　　　　　　コロナとの関連性について～

コロナ… 重症化は
     「尋常でない血栓症」？？

より早期診断のための
　　　　内視鏡検査と

手術を行わないための
　　内視鏡治療について

参加無料参加無料オンライン医学講座
５月13日（木）
1３：00から

日 時

講 師 茅ケ崎中央病院 循環器内科
　尾林 徹 医師

５月28日（金）
1３：00から

日 時

講 師 茅ケ崎中央病院 消化器外科
　蒔田 勝見 医師

ふれあい鎌倉ホスピタル
血液内科

小山 高敏 医師

　

出
血
傾
向
（
血
友
病
な
ど
出
血

し
や
す
い
病
態
）
や
、
血
栓
傾
向

（
血
液
が
固
ま
り
や
す
い
病
態
）

の
専
門
医
は
、
全
国
的
に
も
少
な

い
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
鎌
倉
に

あ
る
当
院
で
は
、
こ
の
よ
う
な
治

療
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
、
さ
ら

に
専
門
的
な
大
学
病
院
と
の
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
診
療
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
。

　

貧
血
気
味
、
あ
る
い
は
女
性
の

場
合
は
、動
悸
や
息
切
れ
の
症
状
、

原
因
不
明
の
発
熱
が
あ
る
方
は
、

是
非
、当
院
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

し
っ
か
り
と
診
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
」。

■
取
材
協
力

ふ
れ
あ
い
鎌
倉
ホ
ス
ピ
タ
ル

☎
０
４
６
７・２
３・１
１
１
１

鎌
倉
市
御
成
町
９
の
５

鎌
倉
駅
西
口
か
ら
徒
歩
３
分

www.fureai-g.or.jp/kamakura-hp/

の
悪
性
疾
患
ま
で
、
多
岐
に
わ
た

り
ま
す
」

出
血
や
血
栓
の
専
門
的
診
療
も

　
「
造
血
幹
細
胞
移
植
や
、
強
力

な
化
学
療
法
を
と
も
な
う
造
血
器

腫
瘍
（
急
性
白
血
病
や
悪
性
リ
ン

パ
腫
）
な
ど
の
治
療
は
、
大
学
病

院
な
ど
の
大
き
な
病
院
で
行
な
わ

れ
ま
す
が
、
外
来
治
療
や
輸
血
な

ど
の
保
存
的
な
慢
性
期
治
療
が
必

要
な
患
者
さ
ま
に
と
っ
て
は
、
当

院
の
よ
う
な
地
元
に
密
着
し
た
地

域
病
院
で
の
治
療
が
望
ま
し
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
（
小
山
医
師
）「
当
院
・
ふ
れ
あ

い
鎌
倉
ホ
ス
ピ
タ
ル
に
は
、
内
科

領
域
の
診
療
の
一
つ
に
、『
血
液

内
科
』
が
あ
り
、
こ
れ
は
血
液
の

疾
患
を
専
門
と
し
た
診
療
科
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

血
液
疾
患
は
、
貧
血
や
止
血
異

常
な
ど
の
良
性
疾
患
か
ら
、
白
血

病
、
悪
性
リ
ン
パ
腫
、
骨
髄
異
形

成
症
候
群
、
多
発
性
骨
髄
腫
な
ど

　

鎌
倉
の
御
成
通
り
近
く
に
あ
る
「
ふ
れ
あ
い
鎌

倉
ホ
ス
ピ
タ
ル
」
で
は
、
血
液
に
関
す
る
専
門
診

療
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
担
当
の
小
山
高
敏
医
師

＝
５
月
29
日
に
医
学
講
座
を
開
催
・
下
記
参
照
＝

の
お
話
を
紹
介
し
ま
す
。

白血球
血小板

赤血球

血漿
けっしょう

る
こ
と
が
難
し
い
も
の
で
す
。

　

そ
こ
で
、
血
液
内
科
を
受
診
す

べ
き
症
状
や
、
体
の
状
態
に
つ
い

て
、
代
表
的
な
も
の
を
紹
介
し
ま

す
。
参
考
に
し
て
、
体
調
不
良
は

病
院
で
診
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

▽
顔
面
が
“
青
白
い
”
と
い
わ
れ

た
り
、
女
性
で
は
動
悸
や
息

切
れ
が
あ
る

▽
血
液
検
査
で
「
貧
血
」「
白
血

球
数
異
常
」「
血
小
板
数
異
常
」

を
指
摘
さ
れ
た

▽
頚
部
に
し
こ
り
が
あ
る

▽
あ
ざ
が
で
き
や
す
か
っ
た
り
、

鼻
血
な
ど
の
出
血
で
血
が
止

ま
り
に
く
い

▽
原
因
不
明
の
発
熱
が
続
く 

な
ど

候
群
、
白
血
病
な
ど
の
悪
性
疾
患

の
ほ
か
、
突
発
性
血
小
板
減
少
性

紫
斑
病
や
再
生
不
良
性
貧
血
な
ど

の
良
性
疾
患
も
含
ま
れ
ま
す
。

経
験
が
な
い
か
ら
難
し
い

　
「
血
液
の
疾
患
」
と
聞
い
て
も
、

ど
の
よ
う
な
症
状
が
該
当
す
る
か

を
思
い
浮
か
べ
る
こ
と
は
難
し
い

と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
消
化
器

系
の
病
気
だ
っ
た
ら
、「
お
腹
が

痛
い
」
と
い
っ
た
場
合
、
自
分
で

「
体
調
が
悪
く
な
っ
て
い
る
」
と

い
う
実
感
が
、
経
験
な
ど
か
ら
も

抱
き
や
す
い
で
し
ょ
う
。
そ
れ
に

比
べ
て
、
血
液
の
病
気
で
は
、
自

ら
受
診
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
極
め

　
「
血
液
内
科
」
と
い
う
診
療
科

を
耳
に
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
す

か
？
内
科
診
療
の
一
つ
で
あ
り
、

血
液
の
疾
患
に
対
し
、
化
学
療
法

な
ど
に
よ
る
治
療
・
改
善
、
そ
し

て
治
癒
を
目
的
と
し
た
診
療
科
で

す
。
主
な
疾
患
に
は
、
悪
性
リ
ン

パ
腫
や
骨
髄
腫
、
骨
髄
異
形
成
症

昨
年
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
地
域
病
院

鎌
倉
ホ
ス
ピ
タ
ル
で「
血
液
内
科
」診
療
中

血
液
の
病
気
か
も
？
受
診
の
タ
イ
ミ
ン
グ
と
は

血管内の血液イメージ

茅ケ崎中央病院
院長

今田 敏夫 医師

用
し
ま
す
。

   

除
菌
判
定

　

除
菌
治
療
し
、
少
な
く
と
も
４

週
間
以
降
（
個
人
的
に
は
８
週
間

後
を
推
奨
）
に
、『
尿
素
呼
気
試

験
法
』
あ
る
い
は
『
糞
便
中
抗
原

測
定
』
で
判
定
し
ま
す
。
１
回
の

除
菌
で
約
80
％
の
方
が
成
功
す
る

と
の
報
告
が
あ
り
ま
す
が
、
除
菌

不
成
功
の
場
合
は
、
抗
生
物
質
を

変
え
て
、
二
次
除
菌
を
行
な
い
ま

す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
除
菌
は
約

95
％
ま
で
可
能
に
な
り
ま
す
。

　

茅
ケ
崎
中
央
病
院
で
は
、
胃
内

視
鏡
検
査
や
ピ
ロ
リ
菌
検
査
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。
消
化
器
外
科
に

是
非
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
」。

〈
取
材
協
力
／
茅
ケ
崎
中
央
病
院
〉

▼
迅
速
ウ
レ
ア
ー
ゼ
試
験

ピ
ロ
リ
菌
が
も
っ
て
い
る
尿

素
（
ウ
レ
ア
ー
ゼ
）
を
分
解

す
る
酵
素
活
性
を
調
べ
る

▼
組
織
鏡
検
法

胃
の
粘
膜
の
組
織
標
本
に
特

殊
な
染
色
を
し
て
、
ピ
ロ
リ

菌
を
顕
微
鏡
下
で
診
断
す
る

   

除
菌
法

　

ピ
ロ
リ
菌
の
除
菌
治
療
は
、
胃

酸
の
分
泌
を
抑
制
す
る
薬
と
、
抗

生
物
質
（
２
種
類
）
の
計
３
種
の

薬
剤
を
、
一
週
間
に
わ
た
っ
て
服

後
の
呼
気
を
集
め
て
診
断
す

る
精
度
の
高
い
診
断
法

▼
抗
体
測
定

血
液
中
や
尿
中
な
ど
に
存
在

す
る
ピ
ロ
リ
菌
抗
体
の
有
無

を
調
べ
る

▼
糞
便
中
抗
原
測
定

糞
便
中
の
ピ
ロ
リ
菌
の
抗
原

の
有
無
を
調
べ
る

　
（
今
田
敏
夫
院
長
）「
ピ
ロ
リ
菌

の
診
断
は
、
内
視
鏡
検
査
に
よ
ら

な
い
診
断
法
と
、
内
視
鏡
検
査
に

よ
る
診
断
法
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　

茅
ケ
崎
駅
か
ら
徒
歩
５
分
の
「
茅
ケ
崎
中
央
病
院
」
で
は
、
胃
が
ん
の
予
防
対

策
に
、
胃
内
視
鏡
や
ピ
ロ
リ
菌
の
検
査
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
胃
が
ん
の
原
因
と

さ
れ
る
ピ
ロ
リ
菌
の
診
断
や
除
菌
に
つ
い
て
、同
院
院
長
の
お
話
を
紹
介
し
ま
す
。

ピロリ菌から胃がん発生のイメージ

ピロリ菌に感染

胃がんの
発症へ

慢性的な感染から
萎縮性胃炎を発症

口
か
ら
口
の
感
染
（
親
か
ら
子
の

食
事
の
口
移
し
）
が
、
主
な
原
因

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

感
染
に
よ
る
胃
の
変
化

　

ピ
ロ
リ
菌
が
慢
性
的
に
胃
に
感

染
す
る
こ
と
で
、「
萎
縮
性
胃
炎
」

を
生
じ
、
こ
れ
が
胃
が
ん
の
発
生

母
地
に
な
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ピ
ロ
リ
菌
感
染
者
と
非
感
染
者

を
比
較
し
た
臨
床
研
究
で
も
、
ピ

ロ
リ
菌
感
染
者
の
方
が
、
胃
が
ん

に
な
る
リ
ス
ク
は
高
い
こ
と
が
証

明
さ
れ
て
お
り
、
未
感
染
者
の
胃

が
ん
発
生
は
、
稀
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
胃
が
ん
発
生

の
主
因
で
あ
る
ピ
ロ
リ
菌
を
除
菌

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
胃
が
ん
の

発
生
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

胃
が
ん
対
策
に
は
、
ま
ず
は
、

ピ
ロ
リ
菌
感
染
の
有
無
を
確
か

め
、
自
分
の
状
態
を
踏
ま
え
て
考

え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

菌
の
感
染
で
す
。

感
染
の
頻
度
と
経
路

　

ヘ
リ
コ
バ
ク
タ
ー
・
ピ
ロ
リ
菌

（
以
下
、
ピ
ロ
リ
菌
）
は
、
ら
せ

ん
状
の
陰
性
桿
菌
で
す
。
人
間
の

胃
の
中
で
、
慢
性
的
に
感
染
し
ま

す
。
感
染
者
数
は
徐
々
に
減
少
傾

向
に
あ
り
ま
す
が
、
高
齢
者
で
は

お
よ
そ
60
％
以
上
が
感
染
し
て
い

る
状
況
で
す
。

　

ピ
ロ
リ
菌
の
感
染
は
、
幼
少
期

に
起
こ
る
と
考
え
ら
れ
、
以
前

は
、
飲
料
水
か
ら
の
感
染
が
主
体

と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、現
在
は
、

は
乳
が
ん
、
大
腸
が
ん
、
肺
が
ん

に
次
い
で
４
番
目
に
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。（
２
０
１
７
年
「
国
立

が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー 

」
資
料
）

　

胃
が
ん
の
発
生
要
因
の
一
つ

は
、
ヘ
リ
コ
バ
ク
タ
ー
・
ピ
ロ
リ

男
女
と
も
に
多
い
が
ん

　

胃
が
ん
の
罹
患
者
数
は
、
年
間

約
13
万
人
で
、
全
て
の
が
ん
の
部

位
の
中
で
、
胃
が
ん
は
男
性
で
前

立
腺
が
ん
の
次
に
多
く
、
女
性
で

　

国
内
で
は
、胃
が
ん
の
罹
患
者
は
男
女
と
も
に
多
く
、そ
の
原
因
の
一
つ
は
、「
ヘ

リ
コ
バ
ク
タ
ー
・
ピ
ロ
リ
菌
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
高
齢
者
に
こ
の
菌
の
感
染
者

は
多
く
、
現
在
、
医
療
機
関
で
除
菌
治
療
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

ピ
ロ
リ
菌
除
菌
に
よ
る
胃
が
ん
予
防
を
！

「
内
視
鏡
検
査
」「
ピ
ロ
リ
菌
検
査
」を
受
け
ま
し
ょ
う

茅
ケ
崎
中
央
病
院
　
今
田
敏
夫 
院
長

胃
が
ん
の
原
因
！
ピ
ロ
リ
菌
に
つ
い
て

   

診
断
法

【
内
視
鏡
検
査
に
よ
る
方
法
】

▼
培
養
法

胃
の
粘
膜
を
採
取
し
、
５
～

７
日
間
培
養
し
て
判
定

【
内
視
鏡
検
査
に
よ
ら
な
い
方
法
】

▼
尿
素
呼
気
試
験
法

診
断
薬
を
服
用
し
、
服
用
前

茅ヶ崎市茅ヶ崎2-2-3

☎0467
　（86）6530

茅ケ崎駅

44

ラスカ

1
モスバーガー

茅ヶ崎駅前茅ヶ崎駅前

文化会館
市役所
郵便局

中央公園

～～
茅ケ崎中央
病院イオン

スルガ銀行
ガスト
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無料セミナー                老人ホームの選び方

参加無料 　　  食事付き施設見学会

食事イメージ

セミナー（過去の様子）

■ 昨年オープンしたばかりの新ホームの見学
■ 実際に提供している食事を試食
■ 有料老人ホームの入居を考えている方、
もしくは将来、検討していきたい方 など

■ 定員10名さま（事前申込み制）
■ 施設の違いや、老人ホームの費用、施設選びの
ポイント、介護と医療の関係などを説明

■ わかりやすく解説する人気のセミナー

5月15日（土） 14：00～15：45
湘南ふれあいの園 ３階ラウンジにて

各日１組（２名まで）限定

5月10日（月）～5月23日（日）
春の

湘南ふれあいの園  ☎０467-86-6534 申込み受付開始！！

共有スペースの３階ラウンジ

し
た
い
方
、
将
来
の
不
安
を
抱

え
る
こ
と
な
く
、
老
後
を
送
っ

て
い
き
た
い
方
な
ど
、
ぜ
ひ
見

学
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
」。

　
　
　
＊　
　
＊　
　
＊

　
「
湘
南
ふ
れ
あ
い
の
園
」
へ

は
、
Ｊ
Ｒ
東
海
道
線
・
茅
ケ
崎

駅
北
口
か
ら
徒
歩
４
分
。
国
道

１
号
の
「
茅
ヶ
崎
駅
前
」
交
差

点
の
す
ぐ
近
く
で
す
。

　
見
学
会
の
担
当
ス
タ
ッ
フ
の

お
話
を
紹
介
し
ま
す
。（
以
下
、

担
当
ス
タ
ッ
フ
よ
り
）

　
「
当
日
は
、
昨
年
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
た
ば
か
り
の
当
ホ
ー
ム

を
見
学
し
て
い
た
だ
き
、
居
室

を
は
じ
め
と
す
る
生
活
空
間

を
、
直
接
ご
覧
い
た
だ
き
、
雰

囲
気
な
ど
も
体
感
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
当
ホ
ー
ム
は
、
65
歳
以
上
で

あ
れ
ば
、〈
自
立
〉の
方
か
ら〈
要

介
護
５
〉
の
方
ま
で
入
居
が
可

能
で
す
。
今
、
お
元
気
な
方
が

ご
入
居
さ
れ
た
後
に
、
介
護
が

必
要
な
状
態
に
な
っ
て
も
、
当

ホ
ー
ム
で
は
、
退
去
や
転
居
の

ご
心
配
は
い
り
ま
せ
ん
。原
則
、

ご
入
居
時
の
お
部
屋
で
お
過
ご

し
い
た
だ
け
ま
す
」

医
療
面
の
安
心
感
は
大
き
い

　
（
続
く
）「
同
じ
建
物
の
階
下

に
は
、
茅
ケ
崎
中
央

病
院
（
医
療
法
人
社

団 

康
心
会
）
が
あ
る

の
で
、
定
期
通
院
は

も
ち
ろ
ん
、
健
康
診

断
や
予
防
接
種
、
さ

ら
に
人
工
透
析
治
療

の
た
め
の
通
院
な
ど
、

医
療
サ
ポ
ー
ト
に
対

す
る
安
心
感
が
大
き

い
こ
と
が
、
当
ホ
ー

ム
の
強
み
で
す
。

　

認
知
症
や
医
療
行

為
（
人
工
透
析
／
胃
ろ

う
／
在
宅
酸
素
な
ど
）

を
必
要
と
し
て
い
る

方
、
湘
南
の
地
で
セ
カ

ン
ド
ラ
イ
フ
を
満
喫

　
昨
年
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
し
た
介
護
付
有
料
老
人

ホ
ー
ム「
湘
南
ふ
れ
あ
い
の
園
」

は
、
食
事
付
き
の
施
設
見
学
会

を
開
催
し
ま
す
。
期
間
は
、
５

月
10
日
㈪
〜
23
日
㈰
ま
で
。
事

前
申
し
込
み
制
で
、
各
日
１
組

（
２
名
様
ま
で
）
限
定
、
食
事

代
を
含
め
て
参
加
無
料
で
す
。

先
着
順
に
希
望
日
時
が
決
ま
っ

て
い
く
の
で
、
興
味
が
あ
る
方

は
、
ま
ず
は
早
め
に
お
電
話
し

た
方
が
良
い
で
し
ょ
う
。

生
活
を
体
感
す
る
絶
好
の
機
会

　
当
日
は
、
実
際
に
入
居
し
て

い
る
人
が
そ
の
日
に
食
べ
る
昼

食
メ
ニ
ュ
ー
と
同
じ
料
理
を

食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、

ホ
ー
ム
で
の
生
活
を
体
感
で
き

る
と
と
も
に
、
食
事
の
雰
囲
気

や
、
味
の
好
み
な
ど
も
確
か
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
茅
ケ
崎
駅
か
ら
徒
歩
４
分
の
好
立
地
に
あ
る
有
料
老
人
ホ
ー
ム

「
湘
南
ふ
れ
あ
い
の
園
」
は
、
期
間
限
定
で
食
事
付
き
の
見
学
会

を
開
催
し
ま
す
。
久
し
ぶ
り
の
開
催
で
あ
り
、
１
日
１
組
限
定
な

の
で
、人
気
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
予
約
は
早
め
が
お
す
す
め
で
す
。

寒
川
駅

寒
川
駅

1

茅ケ崎駅

公園

市役所市役所

北口北口

新湘南BP

45

茅ケ崎駅前茅ヶ崎駅前

文化会館文化会館

湘南東部
総合病院

湘南
さくら病院

茅ケ崎新北陵病院茅ケ崎新北陵病院

ココ
ナーシングホーム
元町
ナーシングホーム
元町

ふれあい
の森

湘南
ふれあいの園
湘南東部

湘南
ふれあいの園
湘南東部

ふれあいの丘

東海道線東海道線

相
模
線

【入居資格】原則65歳以上の自立・要支援・要介護（一人入居、夫婦入居）【入居一時金】1990
万円～4420万円（一人入居）、3420万円～5050万円（夫婦入居）【月額利用料】21万
5900円～23万7900円（一人入居）、34万9300円～36万5800円（夫婦入居）、それぞ
れ管理費・食費・水光熱費を含む（注）要介護認定者の場合、介護保険１割～３割の別途負担あり

茅ヶ崎市茅ヶ崎2-2-3
☎０467-86-6534

湘南ふれあいの園

待ってました！
春の食事付見学会、ついに開催

５月15日には無料セミナーも！

有料老人ホーム・湘南ふれあいの園

※
湘
南
ふ
れ
あ
い
の
園
が
主
催

す
る
無
料
セ
ミ
ナ
ー
「
失
敗
し

な
い
老
人
ホ
ー
ム
の
選
び
方
」

は
、
５
月
15
日
㈯
14
時
か
ら
３

階
ラ
ウ
ン
ジ
に
て
開
催
！
こ
ち

ら
の
申
し
込
み（
先
着
10
名
様
）

も
始
ま
り
ま
し
た
。

　

○
…
着
任
し
て
か
ら
丸
１
年
が

経
ち
ま
し
た
。「
当
院
は
、看
護
師
・

検
査
技
師
や
薬
剤
師
な
ど
、
多
く

の
ス
タ
ッ
フ
が
熱
心
で
、
と
て
も

刺
激
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
適

切
な
治
療
を
迅
速
に
提
供
で
き
る

環
境
は
、
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま

す
」。
湘
南
東
部
総
合
病
院
の
血

液
内
科
部
長
と
し
て
、
同
じ
科
の

医
師
か
ら
治
療
方
針
の
相
談
を
受

け
、
科
の
中
で
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を

も
っ
て
、診
療
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、「
が
ん
薬
物
療
法
専
門

医
・
指
導
医
」
の
資
格
を
活
か
し
、

同
院
で
行
な
う
全
て
の
が
ん
薬
物

療
法
を
安
全
で
快
適
に
施
行
で
き

る
よ
う
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
医
師
と

し
て
も
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

○
…
長
く
大
学
病
院
の
現
場

に
立
っ
て
き
た
中
で
、
医
学
の

進
歩
を
肌
で
感
じ
て
き
ま
し
た
。

「
今
は
、
新
薬
が
た
く
さ
ん
開
発

さ
れ
、
か
つ
て
“
不
治
の
病
”
と

さ
れ
た
血
液
疾
患
の
イ
メ
ー
ジ

は
、
払
拭
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
思

い
ま
す
。
同
時
に
医
師
と
し
て
、

標
準
治
療
を
追
求
し
な
が
ら
も
、

過
去
の
知
識
だ
け
で
な
く
、
常

に
新
し
い
医
療
に
対
し
、
学
会

や
研
究
発
表
の
内
容
を
、
積
極

的
に
吸
収
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
」。

　

○
…
こ
れ
ま
で
多
く
扱
っ
て
き

た
疾
患
は
、「
非
ホ
ジ
キ
ン
リ
ン
パ

腫
」「
ホ
ジ
キ
ン
リ
ン
パ
腫
」「
多

発
性
骨
髄
腫
」「
慢
性
骨
髄
性
白

血
病
」「
慢
性
リ
ン
パ
性
白
血
病
」

「
骨
髄
異
形
成
症
候
群
」
な
ど

で
、症
例
数
は
多
く
は
な
い
も
の
の
、

「
発
作
性
夜
間
血
色
尿
症
」
も

専
門
の
一
つ
で
す
。
血
液
の
病
気

の
症
状
に
つ
い
て
、「
例
え
ば
、
赤

血
球
の
異
常
で
あ
っ
た
ら
、
息
切

れ
や
動
悸
、
そ
し
て
爪
が
平
ら
に

な
る
と
い
っ
た
鉄
分
不
足
に
よ
る

貧
血
の
症
状
が
体
に
出
ま
す
。
白

血
球
で
し
た
ら
、
免
疫
力
の
低
下

に
よ
る
発
熱
が
発
見
の
手
掛
か
り

に
な
り
ま
す
。
血
小
板
な
ら
、
止

ま
ら
な
い
出
血
に
特
徴
が
あ
り
ま

す
」
と
、
わ
か
り
や
す
く
説
明
し

ま
す
。
時
に
溢
れ
る
笑
顔
は
と
て

も
優
し
く
、「
血
液
内
科
は
月
曜

日
か
ら
土
曜
日
ま
で
、外
来
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。
湘
南
地
域
の
健
康

を
守
り
、
皆
さ
ま
に
安
心
感
あ
る

生
活
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
、
力

を
尽
く
し
ま
す
」
と
続
け
ま
し
た
。

こ
の「
人
」に
聞
く

　
専
門
性
と
進
化
す
る
医
学
を

　
　
　
　
　
　
　
常
に
磨
き
な
が
ら

森田 公夫 医師
 （もりた きみお）　　　　
湘南東部総合病院

【血液内科】
日本内科学会
     認定内科医・総合内科専門医・指導医
日本血液学会 血液専門医・指導医
日本臨床腫瘍学会
     がん薬物療法専門医・指導医
日本がん治療認定医機構 がん治療認定医
ICD制度協議会 インフェクションコントロールドクター

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
利
用
者
に
向
け
て

あ
な
た
専
用「
自
主
ト
レ
メ
ニュ
ー
」を
作
成

ふ
れ
あ
い
の
桜

　

介
護
老
人
保
健
施
設
「
ふ
れ
あ
い
の
桜
」
で
は
、
利
用
者
に
日
帰
り
で
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
施
設
専
用
の
送
迎
車
も
あ
り
、
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
の
ほ
か
、
入
浴
や
食
事
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
も
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

身
体
機
能
の
維
持
・
向
上
を
は

か
る
た
め
の
「
通
所
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
」
と
は
、
普
段
、
自

シ
ョ
ン
も
充
実
し
て
お
り
、
利
用

者
同
士
の
輪
の
広
が
り
を
大
切
に

し
て
い
る
施
設
で
す
。

　

ふ
れ
あ
い
の
桜
の
ス
タ
ッ
フ
に

お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

︱
︱
︱
施
設
利
用
者
に
対
し
、

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
す

る
際
に
、
大
切
に
し
て
い
る
こ
と

を
一
つ
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
（
ス
タ
ッ
フ
・
以
下
同
）「
当
施

設
で
は
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

の
専
門
職
が
、
利
用
者
さ
ま
と

じ
っ
く
り
と
相
談
し
、
ご
希
望
に

沿
っ
た
目
標
の
提
案
や
、
一
緒
に

リ
ハ
ビ
リ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
計
画
し

て
い
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
ご
希
望
者
に
は
、
自

宅
で
も
簡
単
に
で
き
る
『
自
主
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
用
メ
ニ
ュ
ー
』
を
用

意
し
、
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
ご
家
族
か
ら
も
ご
好
評
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
」

　
︱
︱
︱
『
自
主
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

用
メ
ニ
ュ
ー
』
に
つ
い
て
、
も
う

少
し
詳
し
く
教
え
て
く
だ
さ
い
。

宅
な
ど
で
過
ご
し
て
い
る
人
が
、

日
中
に
施
設
へ
通
い
、
必
要
な
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
る
こ

と
で
す
。

　

こ
れ
に
関
係
し

て
、
楽
し
い
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
に
参
加

し
た
り
、
昼
食
や

お
や
つ
が
提
供
さ
れ

た
り
と
、
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
だ
け
で

な
く
、
利
用
者
の
状

態
に
合
わ
せ
て
、
心

身
の
向
上
に
つ
な
が

る
サ
ー
ビ
ス
を
そ
ろ

え
て
い
る
施
設
も
あ
り
ま
す
。

　
「
こ
れ
は
、
施
設
で
行
な
っ
て

い
る
個
別
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
と
は
異
な
り
、
専
用
の
リ
ハ
ビ

リ
器
具
が
な
く
て
も
実
施
で
き
る

内
容
を
示
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
の
利
用
者
さ
ま
の
状
態
を
把
握

し
て
い
る
専
門
の
ス
タ
ッ
フ
が
、

車
椅
子
利
用
者
に
は
座
っ
て
で
き
る
体
操
を
提
供

自主訓練ができるように、安全に行なえるリハビリテーションの紹介も充実
させています。スタッフが見守る中、少しずつチャレンジしている姿が見られます。

両足を同時に各10回×１セット
つま先上げ

両足 両足

右足 左足

右足、左足と交互に10回×１セット膝伸ばし

右足 左足

右足、左足と交互に10回×１セット足踏み

かかと上げ

● 一気に行なわず、
  休憩をしながら実施
  すること
● 無理をせず、
  安全に行なうこと
● 痛みが出るような場合、
  必ず中止すること

などのポイントを伝え、
見守っています。

高 齢 者 施 設老健
通所リハ ちょっとのぞいてみました

Vol.10

「ふれあいの桜」では、通所
リハビリテーションの利用者
を募集しています。見学や詳
細・リハビリの具体的な相談
などはお気軽にお電話を。

ふれあいの桜 ☎０４６6-86-9311藤沢市遠藤446-1

“
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
メ
ニ
ュ
ー
”

を
作
成
し
、
お
一
人
お
ひ
と
り
個

別
に
お
渡
し
し
て
お
り
ま
す
」

　
︱
︱
︱
「
ふ
れ
あ
い
の
桜
」
の

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
で

は
、
ど
の
よ
う
な
方
の
利
用
が
多

い
の
で
し
ょ
う
か
？

　
「
自
宅
で
日
常
生
活
を
送
れ
る

よ
う
に
な
る
た
め
に
、
効
果
的
な

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
た

い
方
や
、退
院
直
後
の
今
よ
り
も
、

自
分
の
こ
と
が
し
っ
か
り
で
き
る

よ
う
に
な
り
た
い
方
、
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
の
専
門
家
か
ら
マ
ン

ツ
ー
マ
ン
で
施
術
を
受
け
た
い
方

の
ほ
か
、『
も
っ
と
人
生
を
謳
歌

す
る
た
め
に
、
さ
ら
に
体
力
を
つ

け
た
い
』『
人
と
出
会
い
、
楽
し

く
健
康
づ
く
り
を
行
な
っ
て
い
き

た
い
』
と
い
う
方
も
、
ご
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

ふ
れ
あ
い
の
桜
・
通
所
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
施
設
見
学

が
可
能
で
す
。
そ
の
際
に
は
、
利

用
内
容
な
ど
も
詳
し
く
説
明
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
興
味

の
あ
る
方
は
、
お
気
軽
に
当
施
設

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
」。

■
ふ
れ
あ
い
の
桜

☎
０
４
６
６・８
６・９
３
１
１

藤
沢
市
遠
藤
４
４
６
の
１

sakura-rk@fureai-g.or.jp

　

介
護
老
人
保
健
施
設
「
ふ
れ
あ

い
の
桜
」
の
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
で
は
、
施
設
専
用
の
送
迎

車
が
あ
る
の
で
、
利
用
者
は
そ
れ

に
乗
っ
て
通
う
こ
と
が
で
き
、
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
核
に
、
健

康
チ
ェ
ッ
ク
や
食
事
、
入
浴
、
排

泄
な
ど
、
一
人
ひ
と
り
に
必
要
な

援
助
を
丁
寧
に
提
供
し
て
い
ま

す
。
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
「
ピ
ア
ノ

演
奏
会
」
な
ど
の
レ
ク
リ
エ
ー

      

藤
沢
市
遠
藤
に
あ
る

　
　

  「
ふ
れ
あ
い
の
桜
」
で
は

2



〒244-0806神奈川県横浜市戸塚区上品濃16-48東戸塚キャンパス
☎045-821-0115 
入試事務室（アドミッションセンター）

詳しい情報は、
湘南医療大学のホームページにて
ご確認ください。

保健医療学部

看護学科 リハビリテーション学科
・理学療法学専攻
・作業療法学専攻 医療薬学科

薬学部

（2021年４月開設）

湘南医療
大学

・薬学部校舎
・薬草園

横浜
新道

横浜
新道

マクドナルドマクドナルド
セブンイレブンセブンイレブン

郵便局郵便局

東急ストア東急ストア
西口西口  

東
海
道
線

横
須
賀
線

東
戸
塚
駅

※東戸塚駅までの所要時間  。
  （朝通学時間帯の目安）
    路線図 は一部を表示。
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JR東戸塚駅徒歩12分

 
定員      の
少人数教育

 薬学部 薬学部
新設新設

１７病院＋５１保健福祉施設

臨床に強い薬剤師

１７病院＋５１保健福祉施設

臨床に強い薬剤師

　　　　　　　　の
バックアップの下、
　　　　　　　　を育成！

オープンキャンパス

130名

入試対策説明会

295 （土）

177
（土）

時　間

14：00 ～ 16：00
時　間

〈 2021年４月開設 〉〈 2021年４月開設 〉

　　保健医療学部 看護学科 リハビリテーション学科
　　薬学部 医療薬学科

湘南医療大学湘南医療大学

10：00 ～ 15：00

時　間
10：00 ～ 15：00

時　間
10：00 ～ 15：00

時　間
10：00 ～ 15：00

266 （土）

７8 （土）６8 （金）

交通アクセス

2021年度 ２学部同時開催！

通
院
で
も
、
集
学
的
な
が
ん
治
療
を
！

  

湘
南
東
部
総
合
病
院
の

　
　
　
「
外
来
治
療
セ
ン
タ
ー
」

特 集

迅
速
で
適
切
な
処
置
を
心
掛
け
て
い
る

患
者
が
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
環
境
も
大
切
に
し
て
い
る

（
Ｔ
Ｖ
視
聴
し
な
が
ら
治
療
を
受
け
て
い
る
様
子
）

　

同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
自
宅
で

抗
が
ん
剤
治
療
が
で
き
る
イ
ン

フ
ュ
ー
ザ
ー
ポ
ン
プ
（
抗
が
ん
剤

を
ボ
ト
ル
に
つ
な
い
だ
ポ
ン
プ
）

を
つ
け
た
患
者
の
対
応
が
可
能
で

あ
り
、
夜
間
も
救
急
外
来
で
受
け

入
れ
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

須
藤
千
穂
看
護
課
長
は
、「
当

セ
ン
タ
ー
で
の
治
療
で
は
、
患
者

さ
ま
は
い
つ
も
通
り
の
日
常
生
活

を
送
り
な
が
ら
、治
療
は
外
来（
通

院
）
で
継
続
し
て
い
く
の
で
、
生

活
の
質
の
向
上
に
つ
な
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
そ
し
て
入
院
に
比

べ
て
経
済
的
負
担
が
軽
く
な
る
こ

と
も
、
メ
リ
ッ
ト
の
一
つ
と
い
え

ま
す
。
１
カ
所
の
病
院
で
集
学
的

な
治
療
を
完
結
で
き
る
と
い
う
こ

と
は
、
と
て
も
効
率
的
で
あ
り
、

そ
の
上
、
苦
し
み
や
つ
ら
さ
を
抱

え
て
い
る
患
者
さ
ま
に
と
っ
て
、

『
こ
こ
に
来
れ
ば
安
心
』
と
い
う

場
所
は
、
心
の
拠
り
所
と
し
て
の

存
在
意
義
も
大
き
く
、
で
き
る
限

り
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
い
た
だ
け
る

環
境
を
整
え
て
い
き
ま
す
」
と
話

し
て
い
ま
す
。

　

同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
各
ベ
ッ
ド

に
テ
レ
ビ
モ
ニ
タ
ー
が
設
置
さ
れ

て
お
り
、
自
由
に
視
聴
が
で
き
ま

す
（
飲
食
物
の
持
ち
込
み
も
可

能
）。現
在
、２
つ
の
診
察
室（
ベ
ッ

ド
６
床
、
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
チ
ェ

ア
１
床
）
で
、
月
40
～
50
人
の
外

来
治
療
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

湘
南
東
部
総
合
病
院

　
　
　
外
来
治
療
セ
ン
タ
ー

☎
０
４
６
７・８
３・９
１
１
１
㈹

茅
ヶ
崎
市
西
久
保
５
０
０

す
。『
家
で
症
状
が
つ
ら

い
時
、
こ
こ
に
来
た
ら
安

心
で
き
る
』
と
い
う
場
所

に
す
る
た
め
に
、
医
師
、

看
護
師
の
ほ
か
、
薬
剤

師
、
栄
養
士
、
心
理
士
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

な
ど
も
加
わ
り
、
チ
ー
ム

で
患
者
さ
ま
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
ま
す
。

　

看
護
師
は
、
常
に
患
者

さ
ま
の
傍
ら
に
寄
り
添

う
存
在
と
し
て
、
幅
広

く
相
談
に
の
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
が
ん
の
薬
物
治
療
で

は
、
薬
の
量
や
投
与
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
、
副
作
用
対
策
が
重
要
に
な
り

ま
す
。
薬
剤
管
理
の
専
門
性
を
も

つ
薬
剤
師
の
役
割
は
大
き
く
、
さ

ら
に
食
事
面
で
は
栄
養
士
、
心
の

ケ
ア
に
は
心
理
士
、
社
会
生
活
や

制
度
上
の
相
談
に
は
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
と
い
っ
た
当
院
所
属
の

各
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
、
し
っ
か
り

と
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

連
携
を
円
滑
に
行
な
っ
て
、
安

全
・
安
心
な
環
境
を
提
供
し
て
い

く
こ
と
は
、
患
者
さ
ま
の
生
活
の

質
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い

る
と
考
え
て
い
ま
す
」。

「
こ
こ
な
ら
」
と
い
う
安
心
感
を

に
話
し
て
い
ま
す
。「
当
セ
ン
タ
ー

で
は
、個
々
の
患
者
さ
ま
に
対
し
、

ど
の
よ
う
な
治
療
に
効
果
が
あ
る

の
か
、
そ
し
て
そ
の
方
法
や
組
み

合
わ
せ
は
？
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま

な
側
面
か
ら
、
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き

る
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
見
つ
か
っ
た
が
ん
に

対
し
、〈
ま
ず
放
射
線
で
小
さ
く
し

て
、
そ
の
後
に
手
術
で
摘
出
し
、

次
に
抗
が
ん
剤
で
治
療
を
行
な

う
〉
と
い
う
よ
う
に
、
何
を
ど
う

す
れ
ば
そ
の
方
に
と
っ
て

最
も
有
効
か
を
考
え
る
際

に
、
各
専
門
性
を
１
カ
所

に
集
中
さ
せ
る
こ
と
で
、

よ
り
理
想
的
な“
オ
ー
ダ
ー

メ
イ
ド
医
療
”を
実
現
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
」

チ
ー
ム
医
療
を
実
施

　
（
続
く
）「
現
在
、
当
セ

ン
タ
ー
に
は
、
血
液
内
科

や
外
科
、
乳
腺
外
科
、
口

腔
外
科
な
ど
の
が
ん
患
者

さ
ま
が
受
診
さ
れ
て
い
ま

　

茅
ヶ
崎
市
に
あ
る
湘
南
東
部
総

合
病
院
の「
外
来
治
療
セ
ン
タ
ー
」

は
、
外
来
で
が
ん
の
治
療
が
受
け

ら
れ
る
専
門
の
治
療
室
で
す

　

が
ん
の
治
療
に
は
、
主
に
【
手

術
】【
放
射
線
】【
抗
が
ん
剤
】
が

あ
り
ま
す
。
現
在
、
放
射
線
は
外

来
治
療
で
行
な
う
こ
と
が
多
く
、

ま
た
、
抗
が
ん
剤
に
お
い
て
も
、

治
療
効
果
の
高
い
薬
や
、
副
作
用

を
予
防
す
る
た
め
の
薬
が
開
発
さ

れ
、
安
全
性
を
も
っ
て
、
外
来
で

の
治
療
が
可
能
に
な
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
以
前
は
、
手
術
、
放

射
線
、
抗
が
ん
剤
の
そ
れ
ぞ
れ
を

別
々
の
病
院
で
実
施
す
る
ケ
ー
ス

も
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
１
カ
所

で
集
学
的
に
治
療
で
き
る
環
境
を

目
指
し
た
の
が
、
湘
南
東
部
総
合

病
院
の
「
外
来
治
療
セ
ン
タ
ー
」

で
す
。
こ
こ
で
は
、
安
全
性
を
重

視
し
た
外
来
環
境
を
整
え
て
い
ま

す
。“

オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
”の
治
療

　

担
当
ス
タ
ッ
フ
は
、
次
の
よ
う

　

湘
南
東
部
総
合
病
院
で
は
、
放
射
線
治
療
や
抗
が
ん
剤
治
療
な
ど
を
外
来
通
院
で
提
供
す

る
「
外
来
治
療
セ
ン
タ
ー
」
が
あ
り
、医
師
や
看
護
師
の
ほ
か
、薬
剤
師
や
栄
養
士
、心
理
士
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
が
連
携
し
て
治
療
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。　
　
　
〈
取
材
協
力
〉

森
田
公
夫
医
師（
前
列
中
央
）、藤
原
裕
介
医
師

（
前
列
左
）、須
藤
千
穂
看
護
課
長（
前
列
右
）ら

が
、担
当
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
尽
力
し
て
い
る

病
理
診
断
医
と
の
連
携
も
行
な
っ
て

い
る（
森
田
公
夫
医
師
・
右
）

3



お問合せ
湘南東部総合病院（地域連携室直通）
☎0467-８9-3633
茅ヶ崎市西久保500

ＱＲコー
ド

から
ホームペ

ージへ！

事前のお申込みにてご準備
いただくと、当日、無料で
受講ができます。是非、
ご視聴ください。

詳しくは、
湘南東部総合病院
のホームページ
をご確認ください。

申込制（先着100名・5/18火15：00まで）です
　女性特有のがんの一つであり、その中で
も患者数が多い「乳がん」。検査の方法は、
マンモグラフィや、超音波などが知られてい
ますが、実際に受けたことはありますか？今
回は、乳腺外科を専門とする医師が、乳が
ん検診についてわかりやすくお話しします。

受けてみませんか？“乳がん検診”

参加無料参加無料オンライン医学講座
５月19日（水）1３：00から日 時

会 場

講 

師

湘南東部総合病院
乳腺外科
茂垣 雅俊 医師インターネット配信により各ご自宅で

　

誤ご
え
ん
せ
い

嚥
性
肺
炎
と
口
腔
内
の
衛
生
状
態
の
関
係
や
、

治
療
、
予
防
対
策
に
つ
い
て
、
茅
ケ
崎
新
北
陵
病
院

の
花
田
耕
治
歯
科
医
師
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
「
誤ご
え
ん
せ
い

嚥
性
肺
炎
」
と
は
、
嚥え
ん
げ下

機
能
（
も
の
を
飲
み
込
む
働
き
）

に
障
害
が
起
き
て
い
る
た
め
に
、

唾
液
や
食
べ
物
あ
る
い
は
胃
液
な

ど
と
一
緒
に
、
細
菌
が
誤
っ
て
食

道
で
は
な
く
気
道
へ
吸
引
さ
れ
て

し
ま
う
こ
と
で
発
症
し
ま
す
。

　

嚥
下
機
能
が
低
下
し
て
い
る
高

齢
者
に
多
く
発
症
す
る
も
の
で
、

脳
梗
塞
後
遺
症
や
パ
ー
キ
ン
ソ
ン

病
な
ど
の
神
経
疾
患
の
ほ
か
、
寝

た
き
り
の
患
者
に
顕
著
に
発
生
す

る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
「
肺
炎
球
菌
」
や
、
口
腔
内
の

常
在
菌
で
あ
る
「
嫌
気
性
菌
」
が

原
因
に
な
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

菌
が
増
殖
し
や
す
い
状
況
と
は

　

神
経
疾
患
な
ど
で
寝
た
き
り

の
場
合
、
口
腔
内
の
清
潔
が
十

分
に
保
て
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
結
果
、
口
腔
内
で
肺

炎
の
原
因
と
な
る
細
菌
が
、
さ

ら
に
多
く
増
殖
し
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
寝
た
き
り
の
状
態

で
は
、
咳
反
射
が
弱
く
な
り
、
嚥

下
機
能
が
低
下
し
ま
す
。
そ
し
て

口
腔
内
の
細
菌
が
気
管
か
ら
肺
に

吸
引
さ
れ
て
し
ま
い
、
肺
炎
を
発

症
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
一
般
の
高
齢
者
に
も

起
こ
り
得
ま
す
。
さ
ら
に
、
栄
養

状
態
が
不
良
で
あ
る
こ
と
や
、
免

疫
機
能
の
低
下
な
ど
も
、
肺
炎
の

発
症
に
関
与
し
ま
す
。
嘔
吐
な
ど

に
よ
っ
て
、
食
物
と
胃
液
を
一
度

に
多
く
誤
嚥
し
て
、
発
症
す
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。

　

高
齢
に
な
っ
た
ら
肺
炎
を
予
防

す
る
た
め
に
も
、
歯
科
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

くち

咽頭

気
道

食
道

飲
食
物

正常

誤嚥
ごえん

　
︱
︱
︱
誤
嚥
性
肺
炎
を
発
症
し

や
す
い
方
や
体
の
状
態
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

　
「
高
齢
で
嚥え
ん
げ下

機
能
が
低
下
し

て
い
た
り
、
寝
た
き
り
の
状
態
の

ほ
か
、
脳
梗
塞
後
遺
症
や
パ
ー
キ

ン
ソ
ン
病
な
ど
の
神
経
疾
患
を
抱

え
て
い
る
方
で
す
」

　
︱
︱
︱
誤
嚥
性
肺
炎
は
ど
の
よ

う
に
治
療
す
る
の
で
す
か
？

　
「
抗
菌
薬
を
用
い
た
薬
物
療
法

が
基
本
に
な
り
ま
す
。
呼
吸
状
態

や
全
身
状
態
が
不
良
な
場
合
は
、

入
院
で
の
治
療
に
な
り
ま
す
。
口

腔
ケ
ア
の
徹
底
と
、
嚥
下
指
導
も

重
要
に
な
り
ま
す
」

　
︱
︱
︱
誤
嚥
性
肺
炎
の
予
防
方

法
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
「
誤
嚥
性
肺
炎
は
、
先
に
述
べ

た
よ
う
に
、
中
枢
神
経
系
障
害

や
、
寝
た
き
り
、
そ
し
て
高
齢
の

方
に
多
く
発
症
す
る
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
さ
ら
に
治
療
後
の
回
復
状

態
が
悪
く
、
慢
性
的
に
繰
り
返
し

発
症
す
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
特
徴
か
ら
、
徹
底
し

た
口
腔
ケ
ア
の
実
施
と
、
飲
み
込

み
の
指
導
・
改
善
が
、
予
防
の
柱

に
な
り
ま
す
」

　
︱
︱
︱
実
際
の
介
護
現
場
な
ど

で
は
、
ど
の
よ
う
な
方
法
が
予
防

に
効
果
的
で
し
ょ
う
か
？

　
「
例
え
ば
、
当
院
の
歯
科
で
は
、

外
来
診
察
や
入
院
療
養
に
お
い

て
、
口
腔
内
の
清
潔
状
態
を
維
持

す
る
た
め
に
、
歯
科
衛
生
士
が
口

腔
ケ
ア
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
歯
科
の
専
門
ス
タ
ッ
フ

に
よ
る
継
続
的
な
口
腔
ケ
ア
を
受

け
る
こ
と
で
、
口
腔
内
細
菌
が
変

化
し
、
誤
嚥
性
肺
炎
の
予
防
に
つ

な
が
り
ま
す
。口
腔
内
の
刺
激
は
、

機
能
低
下
の
予
防
に
も
効
果
的
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
高

齢
の
方
に
は
、
定
期
的
に
口
腔
ケ

ア
を
受
け
て
い
く
こ
と
を
お
す
す

め
し
ま
す
」。　
　
〈
取
材
協
力
〉

誤ご
え
ん
せ
い

嚥
性
肺
炎
の
予
防
は
口
腔
内
の
専
門
ケ
ア
か
ら

茅
ケ
崎
新
北
陵
病
院
　
花
田
耕
治 

歯
科
医
師

高
齢
者
に
多
い「
飲
込
み
間
違
え
」の
肺
炎

茅ケ崎新北陵病院
歯科

花田 耕治 歯科医師

茅ケ崎新北陵
   病院へ !

口腔ケアの相談は…

☎0467（53）4111
茅ヶ崎市行谷583-1

５月26日（水）13：30～15:00
ふれあい平塚ホスピタル 5階 会議室

日 時

会 場

医学講座 参加無料参加無料

知っておこう！腰痛のこと ～自宅でできる予防と解消法～
　老若男女を問わず、多くの人を悩ませて
いる「腰痛」。今回は、当院の理学療法士・
米山真平が、その原因と発生の仕組みに
ついて解説するとともに、自宅でできる腰痛
の解消法を皆さまにレクチャーいたします。
　講座終了後には、病院長との懇話会も
開催いたします。また、個別相談、病院見
学会も受け付けいたしますので、お気軽に
ご参加ください。

ふれあい平塚ホスピタル
☎0463-22-4105（代表）
平塚市袖ヶ浜1-12

JR平塚駅南口から徒歩12分

平塚駅

湘南
海岸公園

交番
高浜公園前

南口
バスターミナル

134

ふれあい
平塚ホスピタル

アクセス

お問合せ

講 

師

ふれあい平塚ホスピタル
リハビリテーション科

米山 真平 理学療法士

　

 

も
は
や
新
た
な
国
民
病
…

　
　
　
　
　
　

Ｃ
Ｋ
Ｄ
を
ご
存
知
で
す
か
？

　
　
「
Ｃ
Ｋ
Ｄ
を
予
防
す
る
な
ら

　
　
　
　

健
診
結
果
のｅ
Ｇ
Ｆ
Ｒ
に
注
目
し
て
」

ふ
れ
あ
い
平
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル 

総
合
診
療
科
　
宮
田
篤
志 
医
師

腎
機
能
低
下
が
疑
わ
れ
ま
す
」

健
診
項
目
の
確
認
を

　
（
宮
田
篤
志
医
師
）「
腎
機
能
は
、

一
旦
下
が
っ
て
し
ま
う
と
、
回
復

は
ま
ず
望
め
ま
せ
ん
の
で
、
ぜ
ひ

と
も
下
が
ら
な
い
う
ち
に
、
対
処

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

Ｃ
Ｋ
Ｄ
を
予
防
・
早
期
発
見
す

る
た
め
に
、
毎
年
、
健
康
診
断
を

受
け
、『
ｅ
Ｇ
Ｆ
Ｒ
』
と
い
う
検

査
項
目
の
数
値
に
、
注
意
を
払
っ

て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

　

疑
問
点
や
相
談
さ
れ
た
い
こ
と

が
あ
る
方
や
、『
健
診
項
目
で
異

常
値
が
出
て
、
要
再
検
査
と
い
わ

れ
た
け
れ
ど
何
も
し
て
い
な
い
』

と
い
う
方
は
、
ど
う
ぞ
当
院
の
総

合
診
療
科
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
」。

■
取
材
協
力

ふ
れ
あ
い
平
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル

☎
０
４
６
３・２
２・４
１
０
５

平
塚
市
袖
ヶ
浜
１
の
12

Ｊ
Ｒ
平
塚
駅
南
口
か
ら
徒
歩
12
分

慢
性
腎
臓
病
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）
の
早
期

発
見
に
向
か
な
い
と
い
う
難
点
も

あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
最
近
か
ら
、
腎
機
能

を
判
断
す
る
指
標
と
し
て
、
ｅ
Ｇ

Ｆ
Ｒ
（
推
算
糸
球
体
濾
過
量
）
と

い
う
項
目
を
と
り
入
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、『
腎
臓
が
一
定
時
間

で
ど
れ
だ
け
の
量
の
血
液
を
き
れ

い
に
し
て
い
る
か
』
を
表
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
、
Ｃ
Ｋ
Ｄ
の
初
期

か
ら
低
下
し
て
く
る
の
で
、
早
期

発
見
に
向
い
て
い
る
の
で
す
。

　

こ
の
値
が
60
未
満
に
な
る
と
、

　
『
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
』
は
、
主
に

筋
肉
か
ら
出
て
く
る
老
廃
物
で
、

日
に
よ
っ
て
変
動
が
少
な
い
こ
と

な
ど
か
ら
、
腎
機
能
を
測
る
目
安

と
し
て
使
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
は
筋

肉
か
ら
出
る
た
め
、
一
般
に
筋
肉

の
少
な
い
女
性
で
は
男
性
よ
り
も

低
く
な
る
傾
向
が
あ
り
、
女
性
の

腎
機
能
を
実
際
よ
り
も
高
い
と
見

誤
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

腎
機
能
が
か
な
り
低
下
（
大
体

30
％
か
ら
50
％
以
下
）
し
な
い
と

数
値
が
上
が
っ
て
こ
な
い
の
で
、

Ｃ
Ｒ
Ｅ
と
ｅ
Ｇ
Ｆ
Ｒ

　
（
宮
田
篤
志
医
師
）「
腎
機
能
が

低
下
す
る
と
、
血
液
中
に
老
廃
物

が
蓄
積
し
ま
す
。

　

そ
の
た
め
以
前
は
、
腎
機
能
を

検
査
す
る
た
め
に
『
血
清
ク
レ
ア

チ
ニ
ン
濃
度
（
Ｃ
Ｒ
Ｅ
）』
と
い

う
も
の
を
測
定
し
て
い
ま
し
た
。

　

慢
性
腎
臓
病
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）
は
、
早
期
発
見
と
早
期
治
療
が
大
切
で
す
。
こ
の

病
気
と
判
断
の
指
標
に
つ
い
て
、
ふ
れ
あ
い
平
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル
で
総
合
診
療
科
を

担
当
し
て
い
る
宮
田
篤
志
医
師
の
お
話
を
紹
介
し
ま
す
。

加
し
て
い
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
が
３
年
ご
と
に
実

施
し
て
い
る
「
患
者
調
査
」
に
よ

る
と
、
１
９
９
６
（
平
成
８
）
年

に
は
17
万
７
千
人
で
し
た
が
、
２

０
１
７
（
平
成
29
）
年
に
は
39
万

３
千
人
と
、
21
年
間
で
２
倍
以
上

に
増
加
し
て
お
り
、
国
民
病
の
一

つ
と
し
て
捉
え
て
も
お
か
し
く
な

い
と
い
う
声
も
あ
り
ま
す
。

い
い
ま
す
。

　

一
般
的
に
は
、
ま
だ
あ
ま
り
知

ら
れ
て
い
な
い
病
名
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
尿
や
血
液
、
腹
部
超
音

波
、
Ｃ
Ｔ
検
査
で
腎
臓
に
異
常
が

見
ら
れ
、
そ
の
状
態
が
３
カ
月
以

上
続
い
て
い
る
場
合
に
診
断
さ
れ

る
病
気
で
す
（
右
下
図
参
照
）。

　

Ｃ
Ｋ
Ｄ
の
発
症
初
期
は
、
ほ
と

ん
ど
自
覚
症
状
が
あ
り
ま
せ
ん

が
、
放
っ
て
お
く
と
、
末
期
腎
不

全
や
心
不
全
、
脳
卒
中
な
ど
の
原

因
と
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
原

因
は
、
老
化
や
生
活
習
慣
な
ど
さ

ま
ざ
ま
で
、
患
者
数
は
、
年
々
増

て
い
ま
す
。

３
カ
月
以
上
の
異
常
が
Ｃ
Ｋ
Ｄ

　

こ
の
腎
臓
に
異
常
が
起
こ
り
、

長
い
期
間
継
続
し
て
い
る
状
態

を
、
慢
性
腎
臓
病
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）
と

　

腎
臓
は
、
腰
の
辺
り
に
左
右
に

２
つ
あ
る
、
そ
ら
豆
の
よ
う
な
形

を
し
た
１
５
０
ｇ
ほ
ど
の
小
さ
な

臓
器
で
す
が
、
老
廃
物
を
尿
と
し

て
体
外
に
排
出
す
る
な
ど
、
体
の

中
で
と
て
も
重
要
な
役
割
を
担
っ

　

年
々
、
患
者
が
増
加
し
て
い
る
慢
性
腎
臓
病
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）。
初
期
に
は
ほ
と
ん

ど
自
覚
症
状
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
放
っ
て
お
く
と
、
末
期
腎
不
全
や
心
不
全
、
さ

ら
に
脳
卒
中
な
ど
の
病
気
の
原
因
に
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

ふれあい平塚ホスピタル
総合診療科

宮田 篤志 医師

慢性腎臓病（CKD）患者数の推移

厚労省「患者調査」（2017年）
を基に作成

0 1996
（年）

（千人）

100

1999
2002

2005
2008

2011
2014

2017

200

300

400

総数

39万3000人

21年間で

増加
2倍強に2倍強に

17万7000人

12のいずれか、または両方が、
3 カ月以上持続している

1 尿検査で尿蛋白陽性、画像診断、
　  血液、病理で腎障害の存在が明らか
2 GFR（eGFR）が60（mL/分/1.73㎡）未満に
　 低下している

慢性腎臓病（CKD） の定義

2021年４月
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